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検 索東根市議会
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ひがしね

加温さくらんぼの収穫作業

佐藤錦は東根市で生まれ

令和 4年で結実から 100 年を迎えます。



市
民
バ
ス
「
向
原
神
町
東
根
線
」
の

起
点
が
変
わ
り
ま
す

第１回定例会

東根市のこんなことが決まりました

ポイント1

●会期　２月25日～３月17日
項　目 件数 概　　要

報 告 事 項 １ ・損害賠償の額の決定についての専決処分の報告
専決処分の承認 ３ ・令和３年度東根市一般会計補正予算の専決処分の承認　ほか

条 例 関 連 10
・東根市市民バス設置及び管理に関する条例の一部改正　ポイント1
・東根市水道事業及び工業用水道事業の設置等に関する条例等の一部改正　ポイント２
・東根市消防団条例の一部改正　ポイント３　ほか

事 件 決 議 ２ ・指定管理者の指定　ほか

令和３年度
補 正 予 算 ６

・一般会計
・特別会計（国民健康保険、後期高齢者医療）
・公営企業会計（水道事業、公共下水道事業）

令和４年度
当 初 予 算 ９

・一般会計
・ 特別会計（国民健康保険、東根財産区、介護保険、市営墓地、後期高齢者医療）
・公営企業会計（水道事業、工業用水道事業、公共下水道事業）

人 事 案 件 ７ ・東根市教育委員会教育長の任命について　ほか

委員会発議 ４ ・ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議
・東根市議会委員会条例の一部改正　ほか

※詳細は、市ホームページからご覧ください。

この中から３項目を ピックアップ！ピックアップ！

議　

員　

停
留
所
の
変
更
に
つ

い
て
地
元
か
ら
の
声
な
ど
は
。

市
民
生
活
部
長　

昨
年
10
月
に

発
生
し
た
大
き
な
事
故
を
踏
ま

え
、
安
全
な
場
所
を
最
優
先
に

地
元
と
の
協
議
を
進
め
て
き
た
。

議　

員　

事
故
防
止
の
視
点
か

ら
、
危
険
箇
所
の
点
検
は
ど
の

よ
う
な
形
で
行
っ
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長　

点
検
期
間
等

を
設
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
委
託
事
業
者
か
ら
運
行

上
問
題
が
起
き
た
場
合
は
連
絡

を
受
け
、
担
当
者
が
現
地
に
行

き
点
検
確
認
し
て
い
る
。

議　

員　

条
例
に
は
起
点
と
終

点
の
み
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

明
記
さ
れ
て
い
な
い
ほ
か
の
停

留
所
も
そ
れ
ぞ
れ
危
険
箇
所
が

存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
管
理
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

運
行
経
路
周

辺
で
危
険
箇
所
が
あ
れ
ば
そ
の

都
度
確
認
し
、
住
民
の
方
々
に

説
明
す
る
と
と
も
に
、
委
託
事

業
者
と
も
情
報
共
有
し
運
行
経

路
を
変
更
す
る
な
ど
の
対
応
を

と
る
こ
と
も
あ
る
。

議　

員　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
停
留
所
の
一
斉
緊
急
点

検
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
よ
う

に
要
望
す
る
。

　
市
民
バ
ス
「
向
原
神
町
東
根
線
」
の
起
点
と
な
る
停
留
所
の
変
更
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
第
９
号	

東
根
市
市
民
バ
ス
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

2



機
能
別
消
防
団
員
制
度
を
導
入
し
ま
す

令
和
４
年
４
月
か
ら

新
た
に
上
下
水
道
課
が
設
置
さ
れ
ま
す

第１回定例会

市消防団条例の改正ポイント
〇消防団員の種類は、基本団員と機能別消防団員とし、

身分は非常勤特別職の地方公務員とする。
〇機能別消防団員の定数は100人以内で、消防団員の定

数に含む。
〇消防団員（基本団員・機能別消防団員）の任命条件
　・本市に居住する者のほか本市に勤務する者を追加する
　・機能別消防団員は、消防団員の経験を有し、知識及

び技能を有する者

ポイント3

ポイント2

議　

員　

学
生
や
広
報
に
特
化

す
る
な
ど
対
象
者
の
条
件
を
も

っ
と
広
げ
る
こ
と
で
、
消
防
団

員
の
更
な
る
確
保
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
。

議　
員　
組
織
統
合
の
経
過
は
。

建
設
部
長　

令
和
元
年
11
月
に

公
共
下
水
道
事
業
の
地
方
公
営

企
業
法
全
部
適
用
に
向
け
、
水

道
課
と
一
体
化
し
た
組
織
を
目

指
す
方
針
を
立
て
た
。
令
和
２

年
４
月
に
下
水
道
課
を
新
設
、

公
営
企
業
会
計
に
移
行
、
東
根

市
公
共
下
水
道
事
業
経
営
戦
略

を
策
定
。
令
和
３
年
３
月
「
第

７
次
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」

に
て
地
方
公
営
企
業
の
組
織
体

制
の
強
化
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

議　
員　
統
合
の
効
果
は
。

建
設
部
長　

水
道
と
下
水
道
で

窓
口
が
別
だ
っ
た
が
、
今
後
は

１
つ
の
窓
口
で
相
談
や
申
請
が

で
き
る
。

　

ま
た
、
給
排
水
設
備
工
事
情

報
の
連
携
強
化
、
水
道
料
金
、

下
水
道
使
用
料
の
算
定
業
務
の

迅
速
化
・
適
正
化
が
図
れ
る
な
ど
、

経
営
の
効
率
化
、
危
機
管
理
体

制
の
強
化
が
期
待
で
き
る
。

議　

員　

賦
課
漏
れ
事
案
の
再

発
防
止
に
も
有
効
。
今
後
の
適

正
な
事
務
処
理
の
執
行
を
要
望

す
る
。

　
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
本
市
で
は
、
現
在
の
予
備

消
防
団
員
を
機
能
別
消
防
団
員
と
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整

理
す
る
も
の
で
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
新
た
に
水
道
課
と
下
水
道
課
を
統
合
し
上
下
水

道
課
を
設
置
す
る
こ
と
、
各
事
業
の
計
画
を
一
部
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
整
理
す
る
も
の
で
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
第
11
号　
東
根
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
第
10
号　
東
根
市
水
道
事
業
及
び
工
業
用
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
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　令和４年度の収入と支出について、予算特別委員会を開催して慎重に審議しました。
　３月８日は全体で、９日と10日には各常任委員会を単位とする分科会で、より詳細に審査をしまし
た。審査された内容の一部を紹介します。

  特別会計  　合計 99 億 3,630 万円
会計名 歳入・歳出

国 民 健 康 保 険 47億7,000万円
東 根 財 産 区 160万円
介 護 保 険 45億6,000万円
市 営 墓 地 370万円
後期高齢者医療 6億100万円

  公営企業会計  
会計名・区分 収　　入 支　　出

水 道 事 業
収益的 11億7,502万円 11億1,173万円
資本的 4,422万円 10億6,096万円

工業用水道事業
収益的 2億3,480万円 2億1,513万円
資本的 1,700万円 3,300万円

公共下水道事業
収益的 14億8,491万円 14億7,359万円
資本的 9億6,761万円 12億5,320万円

  一般会計  　237 億円 （過去最高額）

令和４年度予算を可決！令和４年度予算を可決！
東根市のお金の使い道が決まりました

農林水産業費
5.3%

商工費
4%

地方消費税交付金
4.5%

寄附金
5.5%

歳入

市税
27.6%

地方交付税
16%

国庫支出金
12.4%

県支出金
9.3%

その他
6.2%

歳出

民生費
31.8%

総務費
19.1%教育費

10.8%

公債費
8.5%

土木費
8.1%

衛生費
7.9%

その他
4.5%

市債
7.6%

繰入金
10.9%
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総務文教分科会

地域防災事業
予算額：2,017万円

　旧本郷児童センターを防災備蓄倉庫とし
て活用するために改修工事を行う。
　市の備蓄は個人の備蓄を補完するもので、
規模は市地域防災計画に定める被害想定を
参考に備え、民間企業との協定に基づき流
通備蓄を考慮した計画としており、分散備
蓄の管理は令和４年度に研究していく。
　日頃の備えの重要性の認識のもと、自助・共
助に向けた啓発と支援、公助の充実を要望した。

小学校・中学校管理事業
使用料及び賃借料
小学校予算額：1,390万円
中学校予算額：　695万円

 

　令和３年度から導入された本システムは、
学校現場からも使いやすく業務の負担軽
減・残業時間の低減に繋がっていると好意
的に受け入れられている。
　システム導入にとどまらず、引き続き教
員の働き方改革に向けた取り組みを継続す
るよう要望した。

ホームページ管理事業
予算額：340万8千円
ＳＮＳ情報発信事業
予算額：132万円

 　

　ホームページは継続的な見直しにより
充実が図られているなか、令和４年度は、
LINE公式アカウントの機能に、問い合わ
せに自動で対応するチャットボット、様々
な条件から配信対象を絞り込むセグメント
配信を追加する。
　利用者の使いやすさを念頭に見直しを行
い、必要な情報に確実にたどり着けるよう
要望した。

消防庁舎整備等事業
予算額：1,280万円

 

　消防庁舎は、本市初のPFI事業により平
成19年４月から供用開始したが、令和３
年度で事業期間が終了した。修繕箇所の情
報や今後の維持管理に関する引継ぎを受け、
令和４年度から市が直接管理する。
　市民や消防職員にとって欠かすことので
きない施設であり、長寿命化に向けた維持
管理を要望した。

予算特集

▲統合型校務支援システムのイメージ

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和4年5月1日5



経済建設分科会

道の駅整備事業
予算額：1,700万円

　令和４年度は、整備に向けた基本計画を
策定する。整備を予定する周辺には、産直
施設やあそびあランド等が位置し、道の駅
整備によって今後より一層の集客と賑わい
が期待される。県が定めた計画の中で「防
災道の駅」とされたため、災害時に必要な
設備の充実の検討を要望した。

人・農地プラン推進事業
予算額：4,834万2千円

果樹王国HIGASHINE未来づくり事業
予算額：　391万7千円

　地域おこし協力隊の募集や人・農地プラン
の事業推進によって、高齢化や担い手不足、
耕作放棄地等の解消が図られ、農業振興に
効果的な事業展開が期待される。
　人・農地プランの促進、並びに地域おこ
し協力隊の複数分野での協力体制確立の検
討などを要望した。

市道除排雪事業
予算額：3億円

　令和３年度より除雪システムを導入した
ことで、市民からの問い合わせへの迅速な
対応、事務処理の効率化が図られたほか、
作業と回送の区分が明確になった。
　除雪システムの有効な活用とともに、雪
押し場の確保や高齢者世帯の間口除雪の細
やかな対応、除雪機械のオペレーターの確
保と技術向上支援を要望した。

ふるさと納税特産品PR事業
予算額：8億3,067万2千円

 

　ウェブサイトを通じた寄付が現在の主流
であり、ウェブ上の露出度や人気度を考慮
し８つの寄付受付サイトを利用している。
　これまで返礼品については、さくらんぼ
を始めとする農産物のほか工業製品等につ
いても充実を図ってきたが、寄付者の想い
に応えるため、より魅力を高める工夫を要
望した。

予算特集

・24時間、無料で利用できる駐車場・トイレ

・道路情報、地域の観光情報、緊急医療情報などを提供

・文化教養施設、観光レクリエーション施設などの地域
　振興施設や防災施設（感染症対策を含む）

休憩機能

情報発信機能

地域連携機能

▲出典：国土交通省ウェブサイト  道の駅案内より加工

6



厚生分科会

消費者行政事業
予算額：364万9千円

　消費者トラブルの防止・相談窓口の充実
を図るため、消費生活センターの運営や無
料弁護士相談を実施している。
　４月１日からは、民法の改正により成年
年齢が18歳に引き下げられることに伴い、
消費者被害の拡大が危惧されるため、対象
となる者に対して消費生活におけるトラブ
ル回避の周知徹底を行うように要望した。

民生委員・児童委員活動事業
予算額：884万9千円

　老人福祉相談員として活動していた民生
委員・児童委員に主任児童委員を加え、地
域福祉相談員として幅広く市民の相談や支
援など、地域福祉活動を行うこととなった。
　委嘱の範囲が拡大されたことにより、こ
れまで以上に課題を共有し、解決に向けて
のフォローアップを要望した。

個人番号カード交付円滑化事業
予算額：1,903万7千円

　この事業は「マイナンバーカード交付円
滑化計画」に基づき、個人番号カードの交
付を推進する事業であり、令和３年度は確
定申告の時期に税務署で出張申請受付を実
施した。
　令和４年度は、実施箇所を拡大する予定
としており、個人番号カードの更なる普及
促進を要望した。

食育推進事業
予算額：56万8千円

　「第二次東根市食育・地産地消推進計画」
に基づき、朝ごはん欠食ゼロの取り組みや
地産地消の取り組みを推進する。現状の課
題は、親世代への浸透となっている。
　コロナ禍により、食育に関する体験機会
の確保や学校給食を通じた学習が難しい中
だが、工夫を凝らした取り組みを要望した。

予算特集

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和4年5月1日7



※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。令和4年度の重点施策について議論しました。

会派代表質問会派代表質問
※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。令和4年度の重点施策について議論しました。

会派代表質問会派代表質問

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

議　

員　

市
長
ご
自
身
の
6
期

24
年
の
市
政
運
営
の
評
価
は
。

市　

長　

全
国
で
中
心
市
街
地

の
衰
退
が
深
刻
化
す
る
中
、
本

市
で
は
、
ま
な
び
あ
テ
ラ
ス
の

整
備
な
ど
、
風
格
あ
る
ま
ち
づ

く
り
が
進
み
、
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
「
東
根
さ
く
ら

ん
ぼ
」
の
取
得
で
花
を
咲
か
せ

た
さ
く
ら
ん
ぼ
に
こ
だ
わ
っ
た

ま
ち
づ
く
り
や
あ
そ
び
あ
ラ
ン

ド
な
ど
の
整
備
の
ほ
か
、
究
極

の
子
育
て
支
援
で
あ
る
東
桜
学

館
の
誘
致
に
よ
り
、
子
育
て
す

る
な
ら
東
根
市
を
確
固
た
る
も

の
と
す
る
な
ど
、
光
る
特
色
を

打
ち
出
し
て
い
る
。

　

更
に
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
を
表
明
し
環
境
保
全
へ

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
導
入
な

ど
に
よ
り
、
健
全
な
行
財
政
運

営
に
努
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
が

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２

１
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

第
一
位
獲
得
の
要
因
と
考
え
て

い
る
。
結
果
を
出
し
て
き
た
こ

と
で
、
市
民
の
負
託
に
応
え
ら

れ
た
も
の
と
自
負
し
て
い
る
。

議　

員　

今
年
9
月
に
任
期
満

了
を
迎
え
る
土
田
市
政
の
今
後

と
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
へ
の
取

り
組
み
、
思
い
は
。

市　

長　

社
会
情
勢
の
変
化
に

よ
り
、
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題

が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
い
ま

だ
収
束
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
始

め
と
し
て
、
国
道
48
号
の
バ
イ

パ
ス
化
は
、
日
本
列
島
を
見
た

場
合
、
高
速
交
通
網
の
縦
貫
軸

整
備
の
進
展
を
踏
ま
え
、
横
断

道
の
整
備
を
防
災
機
能
向
上
の

観
点
か
ら
も
実
現
に
向
け
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　
北
村
山
公
立
病
院
の
建
て
替

え
に
つ
い
て
は
、
住
み
続
け
た

い
ま
ち
に
は
、
持
続
的
な
医
療

と
介
護
の
提
供
が
不
可
欠
で
あ

り
、
ま
た
、
旧
神
町
小
学
校
跡

地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
本

市
・
周
辺
地
域
の
利
益
や
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
信
念
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

こ
の
他
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
、
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
な
ど
課
題
が
山
積
み
で

あ
る
が
、
着
実
に
前
進
さ
せ
、

更
な
る
高
み
へ
と
導
け
る
よ
う
、

残
り
の
任
期
に
つ
い
て
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

ひがしね創生会
高橋　鉄夫 議員

●土田市長には 市民とともに
躍進する東根市の更なる前進と
持続可能なまちづくりを望む！

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

▲毎年多くの人で賑わう
　「ひがしねウィンターフェスティバル」

▲東根IC〜東根北IC間の開通式
（東北中央自動車道：縦貫軸の延伸）

8登壇席に飛沫防止アクリル板を設置しているため、マスクを外して発言しています。



※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。令和4年度の重点施策について議論しました。

会派代表質問会派代表質問
※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。令和4年度の重点施策について議論しました。

会派代表質問会派代表質問

計
画
的
な
土
地
利
用
に
つ
い
て

　
議　

員　

用
途
地
域
内
の
低
未

利
用
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
今

後
の
整
備
方
針
は
。

市　

長　

土
地
区
画
整
理
事
業

や
民
間
の
開
発
等
が
活
発
に
行

わ
れ
土
地
利
用
の
充
足
率
は
高

ま
っ
て
い
る
が
、
用
途
地
域
内

の
一
部
に
空
き
地
や
農
地
等
が

存
在
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
利
活
用
を

図
っ
て
い
く
。

議　

員　

開
発
行
為
の
現
状
と

課
題
は
。

市　

長　

宅
地
化
が
進
行
し
、

小
規
模
開
発
に
お
い
て
は
、
除

雪
が
困
難
な
行
き
止
ま
り
の
道

路
が
築
造
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

冬
季
間
の
市
民
生
活
に
支
障
が

出
る
な
ど
課
題
が
生
じ
て
い
る
。

　
除
雪
作
業
を
考
慮
し
た
開
発

計
画
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

議　

員　

Ｊ
Ｒ
奥
羽
本
線
と
国

道
13
号
間
の
環
境
整
備
は
。

市　

長　

神
町
駅
西
地
区
の
交

通
利
便
性
向
上
を
重
点
方
針
に

掲
げ
て
い
る
。
当
面
の
策
と
し

て
、
国
道
13
号
と
市
道
山
形
空

港
北
線
と
の
交
差
点
の
改
良
の

調
査
に
着
手
し
た
。

都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

　
議　

員　

都
市
計
画
道
路
の
現

状
と
今
後
の
方
針
は
。

市　

長　

現
在
未
整
備
に
な
っ

て
い
る
都
市
計
画
道
路
豆
田
平

林
線
・
平
林
原
方
線
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
土
地
利
用
の
促
進

に
つ
な
が
り
、
発
展
・
成
長
し

続
け
る
基
盤
に
な
る
こ
と
か
ら
、

財
政
状
況
や
地
域
の
事
情
を
勘

案
し
な
が
ら
進
め
る
。

議　

員　

主
要
幹
線
道
路
の
整

備
は
。

市　

長　

東
北
中
央
自
動
車
道

東
根
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
以

北
が
本
年
中
に
開
通
す
る
こ
と

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
渋
滞
対

策
、
都
市
計
画
道
路
宮
崎
西
道

線
や
県
道
長
瀞
野
田
線
の
整
備

促
進
に
向
け
て
、
県
に
強
く
要

望
し
て
行
く
。

議　

員　

大
森
山
周
辺
の
に
ぎ

わ
い
の
拠
点
づ
く
り
は
。

市　

長　

子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
が
集
う
賑
わ
い
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　
道
の
駅
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

道
路
情
報
や
地
域
の
観
光
情
報

の
発
信
拠
点
と
し
て
交
流
人
口

の
拡
大
等
が
期
待
さ
れ
る
。

新会派　令和
三宅　一人 議員

●「豊かな環境みんなが選ぶ
住みよいまち」

　第2次東根市都市計画
　マスタープランの重点施策は

計
画
的
な
土
地
利
用
に
つ
い
て

都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

▲整備が進められる大森山周辺

▲整備された都市計画道路

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和4年5月1日9



※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。令和4年度の重点施策について議論しました。

会派代表質問会派代表質問
※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。令和4年度の重点施策について議論しました。

会派代表質問会派代表質問

議　

員　

本
法
は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
資
源
と
し
て
循
環
さ
せ

る
取
り
組
み
を
促
進
す
る
た
め

の
法
律
で
あ
る
。
脱
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

市　

長　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

を
使
用
す
る
側
の
市
民
に
向
け

て
は
、
市
報
な
ど
に
よ
る
啓
発

に
よ
り
「
貰
わ
な
い
」「
使
わ
な

い
」
と
い
う
機
運
醸
成
に
つ
な

げ
て
い
く
。

議　

員　
「
新
し
い
日
常
」
の

実
践
に
よ
り
、
家
で
過
ご
す
時

間
が
増
え
て
い
る
。
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
を
伺
う
。

市　

長　

家
庭
生
活
に
お
け
る

意
識
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変

化
さ
せ
、
快
適
さ
を
継
続
し
な

が
ら
脱
炭
素
に
取
り
組
む
。
市

民
に
は
、
出
来
る
事
か
ら
ま
ず

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議　

員　

自
家
消
費
型
の
太
陽

光
で
発
電
す
る
カ
ー
ポ
ー
ト
は

①
電
気
代
の
節
約
、
②
土
地
の

有
効
活
用
、
③
災
害
時
の
備
蓄
、

④
環
境
問
題
へ
の
貢
献
が
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
。
本
市
で
も
推
奨

し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

市　

長　

近
年
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

ポ
ー
ト
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
市
は
降
雪
地
域

で
あ
り
、
先
行
地
域
を
参
考
に

し
な
が
ら
安
全
性
や
効
率
性
な

ど
を
調
査
研
究
す
る
。

 

議　

員　

家
庭
の
省
エ
ネ
化
を

進
め
る
う
え
で
、
重
要
な
要
素

で
あ
る
冷
暖
房
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
住

宅
そ
の
も
の
を
省
エ
ネ
住
宅
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ゼ※

ッ
チ
（
Z
E
H
） 

住
宅
を
含
む

省
エ
ネ
住
宅
の
普
及
促
進
に
つ

い
て
伺
う
。

市　

長　

ゼ
ッ
チ
な
ど
の
認
証

を
得
た
住
宅
の
高
断
熱
、
高
気

密
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
重

要
視
さ
れ
て
い
る
。
県
が
認
証

す
る
「
や
ま
が
た
健
康
住
宅
」

は
、
国
の
基
準
よ
り
さ
ら
に
厳

し
い
基
準
で
認
証
が
な
さ
れ
て

お
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
住
宅

に
対
し
補
助
を
開
始
す
る
。

自民クラブ
浅野目幸一 議員

●脱炭素社会の実現！
　私たちにできることは何か？

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法

の
施
行
に
つ
い
て

太
陽
光
で
発
電
す
る

カ
ー
ポ
ー
ト
の
導
入
に
つ
い
て

省
エ
ネ
住
宅
へ
の

�

助
成
に
つ
い
て

脱
炭
素
に
向
け
て
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て

▲自家消費型ソーラーカーポート

※ゼッチ（ZEH）

Net Zero Energy House
（ネット・ゼロ・エネルギー・
ハウス）の略称。年間で使
うエネルギーが太陽光発電
等で創るエネルギーによっ
て差し引きゼロ以下になる
住宅のこと。

用 語 解 説

10登壇席に飛沫防止アクリル板を設置しているため、マスクを外して発言しています。



※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。令和4年度の重点施策について議論しました。

会派代表質問会派代表質問
※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。令和4年度の重点施策について議論しました。

会派代表質問会派代表質問

議　

員　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
て
本
市
計
画
の
策

定
等
の
方
針
並
び
に
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

市　

長　

新
た
に
策
定
を
予
定

し
て
い
る
①
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
）、
計

画
期
間
が
満
了
す
る
②
大
け
や

き
環
境
基
本
計
画
は
、
令
和
５

年
か
ら
14
年
ま
で
を
計
画
期
間

と
し
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
市
民

が
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
環

境
問
題
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉

え
、
意
識
改
革
、
行
動
変
容
を

促
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
目

指
す
内
容
と
考
え
て
い
る
。

　

特
に
①
は
、
市
域
の
特
性
や

推
計
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
数
値

等
を
整
理
し
、
二
酸
化
炭
素
の

削
減
目
標
を
明
ら
か
に
し
、
そ

の
達
成
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
す
る
。

議　

員　

環
境
や
地
球
温
暖
化

対
策
に
関
す
る
計
画
は
、
市
民

や
市
内
企
業
と
一
体
の
取
り
組

み
が
不
可
欠
。

　

市
民
等
が
わ
か
り
や
す
い
、

取
り
組
み
や
す
い
内
容
で
、
計

画
か
ら
一
体
と
な
り
動
い
て
い

け
る
よ
う
な
も
の
を
期
待
す
る
。

議　

員　

公
共
施
設
等
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
の
方
針
等
は
。

市　

長　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
た
電
力
の
購
入
や

避
難
所
機
能
を
持
つ
公
共
施
設

等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
安
定

的
な
施
設
運
営
と
環
境
負
荷
削

減
の
両
面
か
ら
、
多
種
多
様
な

手
法
を
検
討
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
す
。

議　

員　

今
後
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
へ
の
補
助
事

業
等
へ
の
取
り
組
み
は
。

市　

長　

地
域
特
性
、
地
理
的

条
件
を
加
味
し
た
場
合
、
新
た

な
手
法
に
よ
り
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
創
る
こ
と
は
難
し
い

と
捉
え
て
い
る
の
で
、
現
在
実

施
し
て
い
る
事
業
の
、
普
及
啓

発
に
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

議　

員　
「
や
ま
が
た
健
康
住

宅
」
等
の
普
及
啓
発
。
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
や
薪
ス
ト
ー
ブ
の

普
及
も
、
果
樹
農
家
の
剪
定
木

の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、
燃
料
調
達

へ
の
補
助
事
業
の
創
設
な
ど
工

夫
し
て
い
た
だ
き
更
な
る
普
及

啓
発
を
お
願
い
し
た
い
。

　
市
内
ご
み
焼
却
施
設
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に
つ
い
て

も
お
願
い
し
た
い
。

ひがしね市政クラブ
片桐　勝寿 議員

●2050年カーボンニュートラルへ向け
「豊かな環境　みんなが選ぶ
住みよいまち」の実現のために

わ
か
り
や
す
い
計
画
で

�

市
民
と
共
に

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け

�

具
体
的
に
は
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る

環

境

問

題

に

つ

い

て

[

市

民

が

理

解

を

深

め

る

と

共

に

[

環

境

問

題

を

自

分

ご

と

と

し

て

捉

え

[

意

識

改

革

[

行

動

変

容

を

促

し

[

持

続

可

能

な

社

会

を

目

指

す

内

容

と

考

え

て

い

る

D

特

に
①①
は

[

市

域

の

特

性

や

推

計

に

よ

り

算

出

さ

れ

た

数

値

等

を

整

理

し

[

二

酸

化

炭

素

の

削

減

目

標

を

明

ら

か

に

し

[

そ

の

達

成

に

向

け

た

ロ

%

ド

マ

±

プ

と

す

る

D  

議議  

員員  

環環

境境

やや

地地

球球

温温

暖暖

化化

対対

策策

にに

関関

すす

るる

計計

画画

はは

[[

市市

民民

やや

市市

内内

企企

業業

とと

一一

体体

のの

取取

りり

組組

みみ

がが

不不

可可

欠欠

DD

市市

民民

等等

がが

わわ

かか

りり

やや

すす

いい

[[

取取

りり

組組

みみ

やや

すす

いい

内内

容容

でで

[[

計計

画画

かか

らら

一一

体体

とと

なな

りり

動動

いい

てて

いい

けけ

るる

よよ

うう

なな

もも

のの

をを
期期
待待
すす
るる
DD  

                              

  

議議  

員員  

公公

共共

施施

設設

等等

のの

エエ

ネネ

ルル
ギギ
%%
利利
用用
のの
方方
針針
等等
はは
DD  

市市  

長長 

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

%

を

活

用

し

た

電

力

の

購

入

や

避

難

所

機

能

を

持

つ

公

共

施

設

等

の

整

備

に

つ

い

て

は

[

安

定

的

な

施

設

運

営

と

環

境

負

荷

削

減

の

両

面

か

ら

[

多

種

多

様

な

手

法

を

検

討

し

[

ゼ

ロ

カ

%

ボ

ン

シ

テ

Â

の

実

現

を

目

指

す

D 

議議  

員員  

今今

後後

のの

再再

生生

可可

能能

エエ

ネネ

ルル

ギギ

%%

設設

備備

等等

へへ

のの

補補

助助

事事

業業
等等
へへ
のの
取取
りり
組組
みみ
はは
DD  

市市  

長長 

地

域

特

性

[

地

理

的

条

件

を

加

味

し

た

場

合

[

新

た

な

手

法

に

よ

り

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

%

を

創

る

こ

と

は

難

し

い

と

捉

え

て

い

る

の

で

[

現

在

実

施

し

て

い

る

事

業

の

[

普

及

啓

発

に

引

き

続

き

努

め

て

い

く

D 

議議  

員員  

¸̧

やや

まま

がが

たた

健健

康康

住住

宅宅

""

等等

のの

普普

及及

啓啓

発発

DD

ペペ

レレ

±±

トト

スス

トト

%%

ブブ

やや

薪薪

スス

トト

%%

ブブ

のの

普普

及及

もも

[[

果果

樹樹

農農

家家

のの

選選

定定

木木

のの

ママ

±±

チチ

ンン

ググ

やや

[[

燃燃

料料

調調

達達

へへ

のの

補補

助助

事事

業業

のの

創創

設設

なな

どど

工工

夫夫

しし

てて

いい

たた

だだ

きき

更更

なな

るる

普普

及及

啓啓

発発

をを

おお

願願

いい

しし

たた

いい

DD

市市

内内

ごご

みみ

焼焼

却却

施施

設設

のの

エエ

ネネ

ルル

ギギ

%%

のの

有有

効効

利利

用用

にに

つつ

いい

てて

もも

おお

願願

いい
しし
たた
いい
DD  

 

 

 

 

 

 

写 真  

 

 

 

 

 

 

会派名 ひ が し ね 市 政 ク ラ ブ  

片 桐  勝 寿  議 員  

!
"
#
$
%
&
計

画

)
市

民

,
共

. 

/
0
1
2
3
4
.
向

6
具

体

的

.
:
？ 

２２２２ ００００ ５５５５ ００００ 年年年年 カカカカーーーーボボボボンンンンニニニニュュュューーーートトトトララララルルルルへへへへ向向向向 けけけけ    

「「「「 豊豊豊豊 かかかかなななな環環環環 境境境境     みみみみんんんんなななながががが選選選選 ぶぶぶぶ        

住住住住 みみみみ    よよよよいいいいままままちちちち」」」」 のののの実実実実 現現現現 ののののたたたためめめめにににに    

＝
地球温暖化対策実行計画(区域施策編)策定

『東根市役所エコ・アクションプラン』改定

『大けやき環境基本計画』改定

市民にわかりやすい計画のもと
市民と共にゼロカーボンへ向けて
行動しよう‼それでも発生するCO２

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和4年5月1日11



皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

一  般  質  問一  般  質  問
令和4年度の重点施策について議論しました。

会派代表質問会派代表質問

議　
員　
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
・

定
住
促
進
の
情
報
発
信
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
広

く
、
詳
細
に
、
継
続
的
に
、
空

き
家
情
報
と
と
も
に
、
地
域
の

魅
力
を
発
信
し
続
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

市　

長　

移
住
希
望
者
向
け
の

情
報
提
供
を
目
的
と
し
た
移
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
構
築
し
、

本
市
の
概
要
、
移
住
者
の
体
験

談
、
市
内
の
教
育
環
境
や
移
住

者
向
け
の
支
援
策
な
ど
の
情
報

を
発
信
し
て
い
る
。

議　
員　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

人
口
の
東
京
一
極
集
中
か
ら
の

分
散
傾
向
が
顕
著
だ
。

　
幅
広
い
地
域
か
ら
の
移
住
策

を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
。

市　

長　

本
市
の
魅
力
を
直
接

実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
本

市
に
２
泊
３
日
程
度
滞
在
し
移

住
体
験
を
行
う
「
お
た
め
し
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
、
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

実
施
す
る
。

議　

員　

空
き
家
を
活
用
し
た

“
Ｉ
Ｊ
Ｕ
お
試
し
住
宅
”
を
提

供
し
、
東
根
の
住
み
や
す
さ
を

体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
提

案
す
る
。

議　

員　

除
雪
・
幅
だ
し
・
排

雪
を
一
体
的
に
し
た
除
雪
基
本

計
画
策
定
や
体
制
整
備
な
ど
根

本
的
改
革
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
等
、
支

援
が
必
要
な
全
て
の
方
に
支
援

が
行
き
届
く
よ
う
更
に
拡
充
す

べ
き
だ
。

市　

長　

令
和
２
年
度
の
豪
雪

に
よ
る
影
響
を
踏
ま
え
、
高
齢

者
等
の
よ
り
安
全
で
安
心
な
在

宅
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
令

和
３
年
10
月
か
ら
高
齢
者
世
帯

等
の
雪
下
ろ
し
や
除
排
雪
に
対

す
る
支
援
を
拡
充
し
た
。

　

本
制
度
の
利
用
を
促
進
し
、

高
齢
者
等
が
冬
季
間
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
全
・
安
心
に
暮

ら
せ
る
よ
う
支
援
す
る
。

議　

員　

高
齢
者
等
に
対
す
る

除
雪
支
援
で
、「
持
ち
家
」
か

「
借
家
」
で
門
前
払
い
さ
れ
る

の
は
、
行
政
と
し
て
は
非
常
に

課
題
が
多
い
。
是
非
、
見
直
し

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市　

長　

可
能
で
あ
れ
ば
ご
要

望
通
り
に
し
た
い
。
何
故
そ
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
、

ま
ず
は
事
務
当
局
と
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

政清・公明
河村　豊 議員

●人口増加施策について
●雪に強いまちづくりについて

東根市高齢者世帯等雪下ろし等支援補助金
 補助対象経費
　補助対象者又は家族が所有し、補助対象者が現に居住する家屋の雪下ろし等に要した経費
 補助金の額

対象者 補助限度額
（同一年度内） 補助対象経費

該当者のうち市民税
非課税世帯 40,000円 扶養義務者以外の業者等による雪下ろし等に

かかった経費の４／５以内
該当者のうち市民税
課税世帯 25,000円 扶養義務者以外の業者等による雪下ろし等に

かかった経費の１／２以内

Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
・
定
住
促
進
へ

地
域
の
魅
力
発
信
を
継
続
的
に

雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、

持
続
可
能
な
除
雪
体
制
を

12登壇席に飛沫防止アクリル板を設置しているため、マスクを外して発言しています。



皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

一  般  質  問一  般  質  問
令和4年度の重点施策について議論しました。

会派代表質問会派代表質問

議　

員　

デ
ジ
タ
ル
機
器
を
利

用
し
た
学
習
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　
全
て
の
学
校
・
学
年
・

学
級
で
１
日
１
回
以
上
、
端
末

を
使
っ
た
学
習
を
行
っ
て
お
り
、

端
末
を
使
用
し
た
授
業
に
慣
れ

て
き
て
い
る
。

議　

員　

利
用
開
始
か
ら
一
年

が
過
ぎ
た
が
成
果
と
課
題
は
。

教
育
長　

成
果
と
し
て
児
童
生

徒
の
自
由
な
発
想
で
の
学
習
が

進
み
、
学
習
ツ
ー
ル
と
し
て
身

近
な
も
の
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
導
入
に
向
け
、
電
子
黒
板

の
整
備
が
課
題
で
あ
る
。

議　

員　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配

置
状
況
と
指
導
体
制
は
。

教
育
長　

２
名
が
担
当
校
を
巡

回
し
、
２
週
間
に
１
回
半
日
の

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
内
容
は
、

ハ
ー
ド
及
び
ソ
フ
ト
の
操
作
と

教
材
作
成
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
進
め
方
等
と
な
っ
て
い
る
。

議　

員　

端
末
の
持
ち
帰
り
学

習
も
始
ま
っ
て
お
り
、
パ
ス
ワ

ー
ド
管
理
の
徹
底
と
Ｉ
Ｔ
モ
ラ

ル
等
の
指
導
を
願
う
。

議　

員　

策
定
か
ら
８
年
と
な

る
東
根
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

の
現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
マ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ

ひ
が
し
ね
」
の
育
成
と
拡
充
、

施
設
整
備
、
社
会
体
育
施
設
長

寿
命
化
計
画
策
定
な
ど
、
計
画

的
、
相
互
的
に
推
進
し
て
い
る
。

議　

員　

持
続
可
能
な
部
活
動

と
教
師
の
負
担
軽
減
の
両
方
を

実
現
で
き
る
改
革
が
必
要
と
な

る
中
、
部
活
動
改
革
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
部
活
動
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

教
育
次
長　

中
学
校
部
活
動
方

針
を
策
定
し
、
活
動
時
間
は
平

日
２
時
間
、
土
日
３
時
間
程
度
、

休
養
日
は
平
日
１
日
以
上
、
土

日
１
日
以
上
と
定
め
、
生
徒
及

び
指
導
者
の
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。

　
今
後
は
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
、
学
校
、
教
育
委
員

会
が
連
携
し
、
部
活
動
の
在
り

方
を
研
究
し
て
行
く
。

議　

員　

自
治
体
の
枠
組
み
を

超
え
て
、
広
域
的
な
ス
ポ
ー
ツ

施
設
整
備
な
ど
も
検
討
し
な
が

ら
、
生
徒
が
部
活
に
や
り
が
い

を
見
い
だ
し
、
教
員
が
無
理
の

な
い
範
囲
で
応
え
ら
れ
る
制
度

へ
の
移
行
を
お
願
い
し
た
い
。

高橋　弓嗣 議員

●GIGAスクール構想の現状は
タブレットの持ち帰り学習の状況は？
ICT支援の体制は？

●スポーツ推進について
広域連携での施設整備を!!
部活動改革についての考えは？

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の

現
状
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
つ
い
て

保
存
・
維
持
・
管
理
は

▲1人１台のタブレット端末を
使用した授業風景

▲マイ・スポーツひがしねのキッズサッカースクール

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和4年5月1日13



※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

一  般  質  問一  般  質  問
※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

一  般  質  問一  般  質  問

議　

員　

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
実
績

の
推
移
、
わ
な
使
用
に
係
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
見
込
み
、
野

生
動
物
が
市
民
の
生
活
エ
リ
ア

に
出
没
す
る
原
因
と
な
る
未
収

穫
果
実
防
止
の
た
め
の
農
業
関

係
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

新
た
な
狩
猟
者
の
養
成
並
び
に

技
術
の
継
承
等
に
つ
い
て
伺
う
。

市　

長　

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
実

績
は
、
元
年
度
１
３
９
頭
、
2

年
度
１
５
５
頭
、
本
年
度
は
1

月
末
時
点
で
１
７
６
頭
の
報
告

が
あ
り
、
増
加
傾
向
。
Ⅰ
Ｃ
Ｔ

技
術
の
活
用
は
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
進
歩
で
映
像
や
メ
ー
ル
で
情

報
が
取
得
で
き
る
が
、
市
猟
友

会
で
は
ま
だ
実
績
が
な
く
、
普

及
拡
大
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

く
。
未
収
穫
果
実
対
策
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
へ
放
置
し
な
い

よ
う
求
め
る
と
共
に
侵
入
防
止

の
電
気
柵
等
の
設
置
を
進
め
て

い
る
。
耕
作
放
棄
地
対
策
も
含

め
関
係
諸
団
体
と
協
議
を
進
め

て
い
く
。
ま
た
、
狩
猟
者
養
成

の
た
め
、
免
許
取
得
に
要
す

る
経
費
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、

技
術
の
継
承
は
重
要
と
考
え
て

い
る
。
併
せ
て
、
関
係
団
体
に

よ
る
講
習
会
等
の
事
業
に
対
し
、

国
県
の
補
助
を
活
用
し
た
支
援

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

議　

員　

期
日
前
投
票
の
需
要

増
に
伴
う
投
票
所
の
増
設
や
、

高
齢
者
等
交
通
弱
者
に
対
す
る

投
票
所
へ
の
移
動
支
援
並
び
に
、

若
年
層
の
投
票
率
向
上
策
等
に

つ
い
て
伺
う
。

選
管
委
員
長　

期
日
前
投
票
所

は
市
役
所
と
混
雑
す
る
期
日
前

3
日
間
は
2
箇
所
目
に
も
設
置
。

商
業
施
設
利
用
は
費
用
対
効
果

や
二
重
投
票
防
止
策
が
可
能
か

次
回
に
向
け
協
議
中
。
本
県
で

の
移
動
支
援
は
投
票
率
が
高
い

こ
と
も
あ
り
統
廃
合
で
投
票
所

が
遠
く
な
っ
た
2
市
の
み
実
施

中
。
本
市
は
38
の
投
票
所
を
設

置
し
て
お
り
近
距
離
で
あ
る
と

判
断
。
今
後
の
高
齢
化
社
会
の

進
展
を
見
据
え
対
応
を
研
究
し

て
い
く
。
若
年
層
へ
は
啓
発
ハ

ガ
キ
発
送
、
成
人
式
で
の
冊
子

配
布
等
に
よ
り
投
票
を
促
し
て

い
る
。
児
童
生
徒
へ
は
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
や
投
票
機

材
に
触
れ
る
機
会
を
作
っ
た
り

し
て
い
る
。
若
年
層
の
投
票
率

は
他
よ
り
低
い
の
で
今
後
と
も

取
り
組
み
を
継
続
し
、
新
た
な

方
策
も
研
究
す
る
。

有
害
鳥
獣
駆
除
の

�

現
状
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

�

投
票
率
向
上
策
に
つ
い
て

東海林克彦 議員

●有害鳥獣駆除の
現状について

●コロナ禍における
投票率向上策について

14登壇席に飛沫防止アクリル板を設置しているため、マスクを外して発言しています。



※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

一  般  質  問一  般  質  問
※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

一  般  質  問一  般  質  問

物
価
高
騰
の
影
響
は
？　
　

議　

員　

小
麦
粉
や
食
用
油
等

の
値
上
げ
が
相
次
ぎ
、
原
油
高

騰
は
物
流
コ
ス
ト
や
包
装
資
材

等
の
値
上
げ
の
原
因
に
な
っ
て

い
る
。
栄
養
不
足
改
善
が
図
ら

れ
た
ば
か
り
だ
が
、
学
校
給
食

へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

教
育
長　

賄
材
料
費
の
高
騰
は

様
々
な
制
約
を
生
む
が
、
献
立

の
工
夫
な
ど
に
よ
っ
て
今
の
と

こ
ろ
大
き
な
影
響
は
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
給
食
状
況

議　

員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の
置
換

わ
り
に
伴
い
10
代
以
下
へ
拡
大

し
、
本
市
で
も
収
束
の
兆
し
が

み
え
な
い
。
休
業
や
学
級
閉
鎖

に
よ
る
学
校
給
食
の
状
況
と
未

利
用
食
材
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ

る
第
6
波
以
降
、
2
月
22
日
現

在
５
校
延
べ
15
日
、
1
千
２
４

７
食
の
給
食
を
停
止
し
た
。
陽

性
者
の
判
明
時
刻
に
よ
っ
て
は
、

食
材
等
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
来

な
い
事
例
が
あ
る
。
生
鮮
食
品
、

冷
凍
食
品
等
は
工
夫
を
し
て
無

駄
の
な
い
提
供
に
努
め
て
い
る

が
、
米
飯
は
前
日
午
後
か
ら
の

キ
ャ
ン
セ
ル
が
で
き
ず
食
べ
残

し
と
し
て
処
分
し
て
い
る
。

議　

員　

休
業
中
の
子
供
た
ち

の
生
活
や
栄
養
格
差
が
心
配
だ
。

社
会
福
祉
協
議
会
等
の
協
力
で

廃
棄
な
る
ご
は
ん
や
食
材
の
有

効
活
用
を
検
討
す
べ
き
だ
。

教
育
長　

令
和
5
年
4
月
か
ら

新
た
な
形
態
で
の
運
営
・
維
持

管
理
を
行
う
た
め
、
民
間
業
者

を
公
募
し
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
等
で

総
合
的
に
評
価
決
定
す
る
。

教
育
次
長　

来
年
か
ら
、
米
飯

は
新
た
に
安
価
な
市
内
の
業
者

に
委
託
す
る
。

議　

員　

気
象
災
害
が
頻
発
し

て
お
り
、
学
校
給
食
に
お
け
る

災
害
協
定
や
要
求
水
準
書
の
取

決
め
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長　

現
在
P
F
I
業
者
や

構
成
業
者
と
の
災
害
協
定
は
締

結
し
て
お
ら
ず
、
新
た
な
業
者

と
の
協
定
も
考
え
て
い
な
い
。

議　

員　

契
約
更
改
に
際
し
て

は
、
時
代
に
合
っ
た
そ
し
て
不

意
の
災
害
に
も
対
応
で
き
る
事

業
運
営
を
要
望
す
る
。

物
価
高
騰
の
影
響
は　

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
給
食
状
況

P
F
I
事
業
終
了
後
の

学
校
給
食
は

災
害
等
の
協
定
に
つ
い
て

山科　幸子 議員

食べることは生きる基本

●学校給食の
現状と課題について

▲楽しい学校給食　コロナ禍では制限が…

▲PFIさくらんぼ東根学校給食サービス㈱が
運営する東根市学校給食センター
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※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

一  般  質  問一  般  質  問
※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

一  般  質  問一  般  質  問

議　

員　

感
染
の
広
が
り
を
防

ぐ
た
め
に
学
校
の
休
校
や
学
級

閉
鎖
な
ど
の
明
確
な
対
応
方
針

と
保
護
者
へ
の
周
知
徹
底
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
現
状
は
。

教
育
長　

保
健
所
等
か
ら
の
指

示
を
踏
ま
え
、
国
・
県
か
ら
の

通
知
を
基
に
休
校
、
学
級
閉
鎖

等
を
実
施
し
、
期
間
は
、
国
の

５
日
程
度
を
基
準
に
感
染
状
況

を
踏
ま
え
決
定
し
て
い
る
。

　
一
昨
年
の
全
国
一
斉
休
校
を

除
き
、
小
学
校
５
校
、
中
学
校

１
校
に
て
休
校
と
学
年
学
級
閉

鎖
を
延
べ
12
回
実
施
し
た
。

議　

員　

不
登
校
な
ど
生
活
や

心
へ
の
影
響
と
今
後
の
方
針
は
。

教
育
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
以
前
に
比
較
し
て
、

全
国
的
に
不
登
校
の
数
は
増
加

し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も

今
年
度
は
12
月
末
現
在
、
令
和

元
年
度
と
比
較
し
、
６
人
増
の

71
人
と
な
っ
て
い
る
。

議　

員　

学
び
の
遅
れ
は
な
い

と
の
こ
と
だ
が
感
染
対
策
の
強

化
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

把
握
す
る
実
態
調
査
と
伴
奏
型

の
支
援
を
切
に
求
め
る
。

議　

員　
「
持
続
可
能
な
地
域

の
つ
く
り
手
」
を
育
成
す
る
た

め
に
、
域
内
の
文
化
や
歴
史
、

産
業
を
組
み
合
わ
せ
て
学
ん
で

い
く
事
業
を
市
内
企
業
が
提
案

し
て
い
る
。
民
間
と
の
連
携
や

後
押
し
を
強
く
要
望
す
る
。

 

教
育
長　

学
校
の
役
割
は
、
人

格
の
形
成
と
立
派
な
社
会
人
を

育
て
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

学
校
は
地
域
の
中
核
で
も
あ
り
、

地
域
と
学
校
が
協
働
で
の
取
り

組
み
を
通
じ
、
郷
土
を
愛
し
、

地
域
貢
献
す
る
子
ど
も
を
育
て

る
こ
と
と
捉
え
て
い
る
。

議　

員　

市
政
の
掲
げ
る
教
育

に
よ
る
人
・
街
づ
く
り
の
要
で

あ
る
学
校
が
地
域
か
ら
な
く
な

ら
な
い
よ
う
に
強
く
要
望
す
る
。

教
育
長　

地
域
と
学
校
が
目
標

と
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
地
域

と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
行

う
必
要
な
た
め
、
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
し
て
い
く
予
定
。

　

協
議
会
は
、
教
職
員
の
任
用

に
関
し
意
見
を
述
べ
る
こ
と
や

学
校
運
営
方
針
を
承
認
す
る
こ

と
が
で
き
、
順
次
導
入
を
進
め
、

全
小
中
学
校
に
拡
大
し
て
い
く
。

学
校
休
校
の

�

明
確
な
基
準
公
表
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の

「
慎
重
な
導
入
」
を
求
め
る

市
政
に
お
け
る
教
育
の
位
置
づ
け

と
地
域
と
の
関
わ
り
を
問
う

齋藤俊一郎 議員

感染症の長期化による

●「教育への影響と今後の方針」
学校と地域でつくる

●「学びの未来に向けて」

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
の

�

推
進
を
求
め
る▲市内学校における感染の対策状況

▲実施している、地域と共にある
学校づくりの様子

16登壇席に飛沫防止アクリル板を設置しているため、マスクを外して発言しています。



※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

一  般  質  問一  般  質  問
※質問議員が責任を持って原稿を作成しています。皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

一  般  質  問一  般  質  問

議　

員　

本
市
は
こ
れ
ま
で
農

工
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
軸
と

し
て
発
展
を
続
け
て
き
た
が
、

近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
、
経
済

へ
の
影
響
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
人
口
減
少
が
懸

念
さ
れ
る
中
に
お
い
て
、
行
政

と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
社
会

変
化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　

本
市
は
、
空
に
は
お
い
し
い

山
形
空
港
、
地
に
は
山
形
新
幹

線
、
東
北
中
央
道
と
い
っ
た
、

「
三
種
の
神
器
」
が
揃
っ
て
お

り
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
地
理

的
な
優
位
性
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
を
活
か
し
、
企
業
誘
致
や

工
業
団
地
の
造
成
を
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市　

長　

本
市
が
持
続
的
に
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
後

も
工
業
の
振
興
を
図
り
、
地
域

経
済
や
産
業
の
発
展
を
一
層
促

進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
第
５
次
東
根
市
総
合
計
画

に
地
理
的
特
性
や
充
実
し
た
交

通
網
な
ど
を
活
か
し
た
誘
致
活

動
の
推
進
や
工
業
団
地
の
整
備

検
討
等
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い

る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
あ
り
、
企
業
誘
致
を
取
り

巻
く
環
境
は
流
動
的
で
あ
る
が
、

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
社
会

情
勢
や
本
市
の
特
性
を
踏
ま
え

た
適
切
な
手
法
に
よ
り
、
企
業

誘
致
を
進
め
て
い
く
。

議　

員　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
外
食

控
え
等
に
よ
り
、
令
和
３
年
産

米
の
概
算
金
が
全
国
的
に
大
き

く
下
落
し
て
い
る
。
昨
年
の
９

月
議
会
に
お
い
て
、
こ
う
し
た

価
格
変
動
に
対
応
す
る
国
制
度

と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ナ
ラ
シ
対

策
が
あ
る
と
伺
っ
た
が
、
本
市

の
現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

市　

長　

昨
今
の
生
産
資
材
費

の
高
騰
も
あ
り
、
市
内
稲
作
農

家
の
経
営
は
非
常
に
厳
し
い
。

　
令
和
３
年
産
の
県
産
は
え
ぬ

き
一
等
米
の
相
対
取
引
価
格
は
、

１
月
ま
で
で
、
令
和
2
年
産
と

比
べ
12
・
８
％
の
減
。

　
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
は
、
未
だ
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
た
め
、

平
成
27
年
産
以
来
と
な
る
ナ
ラ

シ
対
策
の
発
動
が
予
測
さ
れ
る
。

市
と
し
て
も
、
稲
作
経
営
緊
急

支
援
交
付
金
な
ど
の
対
策
を
講

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

工
業
振
興
に
つ
い
て

米
価
下
落
に
よ
る
ナ
ラ
シ
対
策

の
発
動
に
つ
い
て

清野　忠利 議員

●工業振興について
●米価下落によるナラシ対策

の発動について

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和4年5月1日17



皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

一  般  質  問一  般  質  問

議　

員　

近
年
、
成
年
後
見
制

度
を
利
用
す
る
方
が
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、
市
が
新
規
事
業
で

取
り
組
む
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
の
内
容
は
。

市　

長　

同
事
業
は
、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
を
促
進
す
る
た

め
広
報
や
相
談
、
後
見
人
等
の

マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
支
援
を
行
う

も
の
。
制
度
の
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
権
利
擁
護
に
努
め
た
い
。

議　

員　

市
が
予
定
し
て
い
る

補
助
額
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

市　

長　

市
長
が
成
年
後
見
の

申
立
て
す
る
場
合
の
費
用
、
後

見
人
に
支
払
う
費
用
の
助
成
を

実
施
し
て
い
る
。

議　

員　

委
託
先
を
社
会
福
祉

協
議
会
と
す
る
理
由
は
。

健
康
福
祉
部
長　

社
会
福
祉
協

議
会
に
は
権
利
擁
護
に
関
す
る

専
門
知
識
や
実
績
を
充
分
備
え

て
い
る
社
会
福
祉
士
が
い
る
こ

と
と
、
後
見
制
度
を
必
要
と
し

て
い
る
人
を
把
握
し
や
す
い
こ

と
か
ら
委
託
先
に
選
定
し
た
。

議　

員　

判
断
能
力
の
衰
え
た

方
の
財
産
等
が
守
ら
れ
る
よ
う

に
制
度
等
の
積
極
的
な
広
報
を

願
う
。

議　

員　

本
市
で
取
り
組
ん
だ

算
数
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
は
、

市
内
小
中
学
校
で
算
数
の
問
題

を
競
わ
せ
、
一
位
の
学
校
を
表

彰
す
る
学
力
テ
ス
ト
で
あ
り
、

学
校
間
の
序
列
化
に
つ
な
が
ら

な
い
か
。

教
育
長　

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ

は
学
力
テ
ス
ト
が
目
的
で
は
な

く
、
算
数
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
味

わ
う
こ
と
を
狙
い
と
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

利
用
も
兼
ね
て
実
施
し
た
。
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
、
楽
し
く
算

数
が
で
き
た
と
い
う
感
想
が
多

か
っ
た
。

議　
員　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

不
登
校
の
生
徒
が
過
去
最
高
と

な
っ
て
い
る
こ
の
時
期
に
や
る

必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

教
育
次
長　

不
登
校
の
原
因
に

学
業
不
振
も
挙
げ
ら
れ
る
。
わ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
少
し
で
も

減
ら
す
た
め
、
出
題
内
容
を
工

夫
し
実
施
し
た
。

議　

員　

働
き
方
改
革
後
の
教

師
の
時
間
外
労
働
は
改
善
さ
れ

た
か
。

教
育
次
長　

時
間
外
が
多
い
教

職
員
に
は
校
長
を
と
お
し
て
指

導
し
、
改
善
さ
れ
て
い
る
。

成
年
後
見
制
度
利
用
者
に

�

市
か
ら
支
援

過
度
な
競
争
や
児
童
生
徒
を

追
い
込
ま
な
い
よ
う
に

植松　宏 議員

●成年後見センター運営事業
とは？

●チャレンジカップはこの時期
にやるべきだったか？

成年後見制度とは・・・◀

出
典
：
法
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
成
年
後
見
制
度
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
加
工

18登壇席に飛沫防止アクリル板を設置しているため、マスクを外して発言しています。



皆さんの生活に関する内容について、議員が市に質問しました。

一  般  質  問一  般  質  問

議　

員　

病
院
内
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
基
幹
シ
ス
テ
ム
保
守
管
理
に

つ
い
て
、
他
県
で
サ
イ
バ
ー
攻

撃
が
発
生
し
た
例
も
あ
り
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
状
況
と
今

後
の
方
針
は
。

経
営
管
理
課
長　

外
部
か
ら
の

侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
物
理
的
に

接
続
で
き
な
い
策
を
講
じ
て
い

る
。
今
後
は
、
ハ
ー
ド
面
も
含

め
、
更
な
る
対
応
を
進
め
る
。

議　

員　

新
病
院
建
設
に
向
け

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

事
務
長　

新
年
度
予
算
に
、
基

本
構
想
策
定
等
の
予
算
を
計
上

し
て
い
る
。
基
本
構
想
は
令
和

４
年
度
か
ら
５
年
度
半
ば
ま
で

の
間
に
策
定
し
、
そ
の
後
、
基

本
計
画
、
基
本
設
計
、
実
施
設

計
と
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

◎
令
和
４
年
度
予
算

　
令
和
４
年
度
北
村
山
公
立
病
院
組
合
事
業
会
計
予
算
、
北
村
山
公
立

病
院
の
事
務
長
の
任
命
に
つ
い
て
な
ど
、
９
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可

決
・
同
意
し
ま
し
た
。

●
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

	

２
月
定
例
会　
　
２
月
10
日
開
催

●
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合
議
会

	

第
１
回
定
例
会　
２
月
16
日
開
催

●
河
北
町
ほ
か
２
市
広
域
斎
場
事
務
組
合
議
会

	

２
月
定
例
会　
　
２
月
24
日
開
催

●
北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

	

第
１
回
定
例
会　
３
月
22
日
開
催

●
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

	

第
１
回
定
例
会　
３
月
25
日
開
催

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

広域組合議会等概要報告広域組合議会等概要報告

ピックアップ

令和４年度広域組合等予算 （円）
区分

組合等 予　算 負担金※ 本市負担額※
（負担割合）

北村山公立病院組合

収益的収支
事業収益 5,206,150,000

538,624,000 277,241,927
（51.4％）

事業費用 5,734,090,000

資本的収支
収入 510,189,000

支出 664,610,000

東根市外二市一町共立衛生処理組合 2,116,105,000 1,012,566,000 320,716,000
（31.6％）

山形県後期高齢者
医療広域連合

一般会計 630,087,000 629,338,000 1,005,712,774
概算特別会計 153,257,156,000 26,253,467,000

河北町ほか２市広域斎場事務組合 69,861,000 64,640,000 31,564,000
（48.8％）

北村山広域行政事務組合 95,000,000 86,883,000 33,997,000
（39.1％）

※負担金、本市負担額は交付税を除いた額を掲載しています。

ひがしね議会だより ｜ 広報 ｜ 令和4年5月1日19



問い合わせ
（議会事務局）

TEL（42）1111（内線4111）・FAX（43）1178
E-mail：gikai@city.higashine.yamagata.jp

発
行
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形
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編
集
●
議
会
広
報
委
員
会
｜
印
刷
●
株
式
会
社
光
洋
印
刷

ひ
が
し
ね
議
会
だ
よ
り
●
1
2
1
2
0
2
2｜
5｜
1

「東根市議会における新型コロナウイ
ルス感染症対策方針」に沿った傍聴に
ご協力をお願いいたします。

※日程は、定例会告示後の議会運営委員会を経
て、定例会初日の本会議で正式決定します。
詳しくは議会事務局にお問い合せください。

開　会
本会議
予算特別委員会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（総括質疑）
予算特別委員会
各常任委員会

６月３日（金）

６月７日（火）
８日（水）
10日（金）

各常任委員会
予算特別委員会
本会議
閉　会

６月13日（月）
16日（木）

令和４年第１回定例会では、延べ45名の皆様に議会を傍聴していただきました。

令和４年第２回定例会

日程のお知らせ

開催予定

６月３日から
６月16日まで

　

令
和
４
年
に
入
り
、
最
初
の

定
例
会
と
な
り
ま
し
た
。
会
派

代
表
質
問
も
行
わ
れ
、
ま
た
新

年
度
予
算
を
中
心
に
慎
重
審
議

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
予
算
審
査
で
は
、
議
会

改
革
の
一
環
と
し
て
、
本
議
会

よ
り
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て

懇
談
会
を
開
催
し
、
議
員
同
士

の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

市
民
目
線
に
立
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に

届
け
る
努
力
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
て
、
６
月
に
は
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
「
さ
く
ら
ん
ぼ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
果

樹
王
国
ひ
が
し
ね
は
、
さ
く
ら

ん
ぼ
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
す
が
、

佐
藤
錦
結
実
１
０
０
年
を
迎
え

る
本
年
も
、
実
り
が
豊
か
で
あ

る
こ
と
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

	

委
員
長　

高
橋　

弓
嗣

	

副
委
員
長　

植
松　
　

宏

	

委　
　

員　

滝
口　

公
一

	

河
村　
　

豊

	

元
木
十
四
男

	

山
科　

幸
子

	

白
井　

健
道

ぼ
く
の
夢東

郷
小
学
校 

６
年

�

板い
た

垣が
き　

大だ
い

輝き

さ
ん

　

ぼ
く
は
、
多
く
の
人
々
に
注
目
さ

れ
る
よ
う
な
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り

た
い
と
い
う
夢
を
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
次
の
二
つ
の
こ
と
に
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

第
一
に
、
毎
日
欠
か
さ
ず
素
ぶ
り

を
す
る
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
え
い

き
ょ
う
で
学
校
の
施
設
が
使
え
な
い

状
況
な
の
で
家
の
前
で
1
0
0
回
素

ぶ
り
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
ラ

ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
体
幹
を
き
た

え
て
い
ま
す
。

　

第
二
に
、
道
具
を
大
切
に
す
る
こ

と
で
す
。
練
習
後
は
、
グ
ロ
ー
ブ
や

バ
ッ
ト
な
ど
野
球
に
必
要
な
道
具
の

手
入
れ
を
丁
ね
い
に
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
使
う
道
具
な
の
で
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ぼ
く
を
支
え
て
く
れ
る

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

指
導
し
て
く
れ
る
か
ん
と

く
、
コ
ー
チ
、
支
え
て
く

れ
る
全
て
の
人
に
感
謝
し

て
こ
れ
か
ら
も
練
習
を
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
多
く
の
人
に
勇
気
と

希
望
を
与
え
ら
れ
る
よ
う

な
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り

た
い
で
す
。

編
集
後
記

あなたの

聞かせて！

夢


